
※
法

話
原
稿
の

作
成
に
つ

い
て 

□

 

□

 

□

 

□

□

「 
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一

頁
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目
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□
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□
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□

□

ご

讃

題

（

一

枚

目

左

・

二

行

目

・

三

マ

ス

目

か

ら

）
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□ 
 

（

和

讃

は

、

四

行

を

用

い

て

記

す

） 
 

 
 

□ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

□ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『

御

聖

教

名

』
（

註

釈

版 
 

頁

）

 

□

 

□

 

□

 

□



□
本
文
は
、
二
枚
目
の
上
か
ら
二
マ
ス
目
よ
り
書
き
始
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

●
共
通
２
次
試
験
に
つ
い
て(

布
教
使
課
程
設
置
規
程
施
行
条
例
よ
り)

 

布
教
使
判
定
員
５
人
・
一
般
判
定
員
５
人
が
審
査
を
行
い
ま
す
。 

①
布
教
使
判
定
員 

 
 

・
専
任
講
師 

２
人 

・
勧
学
、
司
教
又
は
輔
教
を
有
す
る
布
教
使 

１
人 

・
布
教
団
連
合
役
員
又
は
教
区
布
教
団
副
団
長 

２
人 

 
 

【
審
査
項
目
】 

 
 

 

一 

正
し
く
教
学
が
理
解
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

 

二 

講
題
が
明
確
に
法
話
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

 

三 

例
話
は
適
切
で
あ
る
か
否
か
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

 

四 

結
論
（
合
法
）
が
適
切
で
あ
る
か
否
か
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

 

五 

伝
え
る
た
め
の
言
葉
、
話
術
及
び
所
作
が
適
切
で
あ
る
か
否
か
に
関
す
る
こ
と
。 

  
 

②
一
般
判
定
員
（
僧
侶
及
び
寺
族
以
外
の
者
で
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
） 

 
 

 

・
学
事
規
程
第
２
条
に
規
定
す
る
大
学
に
在
学
す
る
者
（
真
宗
学
及
び
仏
教
学 

 
 

 
 

専
攻
の
学
生
を
除
く
）
２
人
（
男
女
１
人
ず
つ
） 

・
年
齢

30
歳
以
上

60
歳
未
満
の
者 

２
人
（
男
女
１
人
ず
つ
） 

・
年
齢

60
歳
以
上

80
歳
未
満
の
者 

１
人 

 
 

【
審
査
項
目
】 

 
 

 

一 

法
話
の
趣
旨
が
明
確
に
伝
わ
っ
た
か
否
か
に
関
す
る
こ
と
。 

 
 

 

二 

法
話
が
知
人
に
勧
め
た
い
内
容
で
あ
る
か
否
か
又
は
再
度
聴
聞
し
た
い
内
容
で
あ 

る
か
否
か
に
関
す
る
こ
と
。 

 

●
注
意
事
項 

①
講
題 

 
 

布
教
先
で
は
講
題
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
講
題
を
設
定
し
て
表
紙 

 
 

原
稿
表
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
共
通
２
次
試
験
時
は
、
講
題
を
あ
ら
か
じ
め
判
定
委
員 

に
お
伝
え
し
た
う
え
で
審
査
い
た
だ
き
ま
す
。 

  



②
丁
寧
、
親
切
な
表
現
を
工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
・
漢
字
熟
語
や
外
来
語
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

・
御
聖
教
の
御
文
の
羅
列
、
解
説
だ
け
で
は
聞
き
手
に
通
じ
ま
せ
ん
。 

 

・
無
駄
を
省
き
、
短
い
セ
ン
テ
ン
ス
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

原
稿
用
紙

2
～

3
行
程
度
で
句
点(

。)

が
く
る
よ
う
に
工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

・
文
章
の
リ
ズ
ム
に
も
気
を
配
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

・
曖
昧
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
具
体
的
な
表
現
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

③
い
た
だ
い
た
ご
讃
題
に
つ
い
て
は
、
文
言
を
暗
記
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
に
つ 

 

い
て
も
よ
く
学
習
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

④
板
書
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

●
参
考 

 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
布
教
伝
道
の
基
礎
」
が
紹
介
さ
れ
て 

い
ま
す
の
で
、
ご
一
読
さ
れ
る
こ
と
を
お
奨
め
し
ま
す
。 

＊
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●
そ
の
他 

＊
欄
外
上
部
に
、
必
ず
ペ
ー
ジ
数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

＊
書
体
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で

13
ポ
イ
ン
ト
以
上
を
使
用
し
、
誤
字
・
脱
字
や
略
字
の
な
い
よ
う
に
。 

＊
数
字
は
、
原
則
と
し
て
漢
数
字
を
用
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□
□
□
□
□
□ 

＊
横
文
字
は
、
大
文
字
一
マ
ス
、
小
文
字
二
マ
ス
使
用
。(

例)
 
M
a
n
u
s
c
r
i
p
t
 

＊ 

。
、
（
［
【
（
《
｛
〈
「
『
等
は
一
マ
ス
を
使
い
、
…
…
は
二
マ
ス
使
用
。 

＊
書
名
の
カ
ギ
カ
ッ
コ
は
『 

 

』
、
引
文
は
「 

 

」
を
用
い
ま
す
。 

＊
各
引
文
は
出
拠
と
し
て
、
聖
教
名
と
註
釈
版
の
該
当
ペ
ー
ジ
を
記
す
こ
と
。 

 

＊
禁
則
処
理 

①
原
稿
用
紙
の
最
下
部
マ
ス
に
（
［
【
《
｛
〈
「
『 

等
が
来
る
と
き
は
、
そ
の
マ
ス
を
空
白
と
し
、

次
行
の
最
上
部
マ
ス
に
送
っ
て
記
入
す
る
。 

  
 
 
 
 
 
(

例)

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
←
空
白
に
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↑
こ
こ
に
記
入
。 

 



②
次
行
の
最
上
部
に
、
）
］
】
》
｝
〉
」
』 

、
。
等
が
く
る
と
き
は
、
前
の
行
下
部
の
欄
外
に
記
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

 
 
 
 
 
 

×
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

』
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

 
 
 
 
 
 
 

↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
』 

 
 
 
 
 
 
 

○ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↑
欄
外
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

 

③
・
（
ナ
カ
グ
ロ
）
は
通
常
の
文
字
と
し
て
扱
う
。 

 

＊
カ
ギ
カ
ッ
コ
内
最
後
の
句
読
点
は
無
用
で
す
。(

例)

「 
 

。
」
→
「 

 

」 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
＊
小
学
校
教
科
書
の
場
合
は
、
特
例
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
） 

＊
カ
ギ
カ
ッ
コ
外
の
句
読
点
は
、
必
要
な
ら
用
い
ま
す
。(

例)

「 
 

」
。 

＊
法
話
原
稿
と
し
て
〝
話
し
言
葉
〟
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。 

※
原
稿
は
折
ら
ず
に
、
１
部
ご
と
に
右
側
２
点
を
ホ
ッ
チ
キ
ス
で
留
め
て
く
だ
さ
い
。 


